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平
成
28
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
総
会

が
社
協
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
団

体
（
27
年
度
１
団
体
新
規
加
入
）
の
代
表
か
ら
昨
年

度
の
活
動
報
告
や
今
年
度
の
活
動
計
画
の
発
表
の
あ

と
、
連
絡
協
議
会
で
の
活
動
と
し
て
、
夏
祭
り
翌
朝

の
一
斉
清
掃
や
共
同
募
金
活
動
な
ど
年
間
行
事
を
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
、

会
長
に
山
田
信
雄
さ
ん
（
わ
か
草
会
）、
副
会
長
に
那

須
眞
千
子
さ
ん
（
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
プ
部
）、
濱
京
子
さ

ん
（
え
び
す
民
舞
会
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、「
全

身
の
健
康
は
健
口
か

ら
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
熊
本
県
歯
科
衛
生

士
会
人
吉
球
磨
副
支

部
長
の
柳
本
喜
恵
子

さ
ん
に
よ
る
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。
噛
む

こ
と
で
起
こ
る
プ
ラ

ス
の
連
鎖
に
よ
っ
て
、

活
動
的
な
毎
日
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
寝
た
き

り
防
止
や
閉
じ
こ
も

り
予
防
に
つ
な
が
る

な
ど
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
に
役
立

つ
お
話
に
皆
さ
ん
う

な
ず
き
な
が
ら
聞
か

れ
て
い
ま
し
た
。

ボランティアグループ８団体による総会開催

い き い き サ ロ ン の 情 報 交 換 と 研 修

  

次
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祉
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に

と
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を
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し
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皆
さ

ま
の
温
か
い
善
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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　多良木町では、熊本地震で被災された方への義援金

の受付（役場ロビーに義援金箱設置）を行っています。

領収書の必要な方は、社会福祉協議会（共同募金会）

で義援金を受け付けていますので、お申し付けください。

災害発生直後から個人や団体からたくさんの義援金が

寄せられています。今後も皆さんの温かいご支援をお

願いいたします。

熊本地震で被災された方への
義援金が寄せられています

　町内 34 ヵ所で取り組まれているいきいきサロン活動の情報の共有化や活動の活性化を目的に、いきいきサロンリー

ダーのみなさんに集まっていただき、情報交換会を開催しました。今年は４地区の代表者から、地域の特徴を生かして、

月に１～３回集まり楽しく活動されている様子の報告がありました。　

　多良木中学校から、今年で４回目となる３年生とサロンの交流事業についての協力依頼がありました。受け入れ

サロンも年々増えています。続いて、上球磨地域包括支援センターより、「地域包括ケア会議」について説明があり、

今年度は町内で 1 行政区を選定し実施されます。最後に、地域における介護予防の観点から「ふれあいいきいきサロ

ンの目的と地域ボランティアの役割」について（株）ミタカの講話があり、再確認ができました。


